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は
じ
め
に

二
〇
一
八
年
か
ら
国
債
決
済
期
間
は
、
現
在
の
Ｔ
＋
２
か
ら
Ｔ
＋
１
へ
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
日
本
の
レ
ポ
市

場
も
国
際
標
準
と
な
っ
て
い
る
売
買
形
式
の
市
場
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
の
レ
ポ
市
場
は
貸
借
形
式
と
売
買
形
式
の

二
つ
が
併
存
し
て
い
る
が
、
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
貸
借
形
式
の
レ
ポ
が
圧
倒
的
比
重
を
占
め
て
い
る
。
貸
借
形
式
の
レ
ポ
は
日
本
に

固
有
の
取
引
形
式
で
、
共
通
の
用
語
で
理
解
困
難
な
複
雑
な
市
場
で
あ
る
。
Ｔ
＋
１
へ
の
移
行
と
同
時
に
、
貸
借
形
式
の
レ
ポ
は
消

滅
し
、
国
際
標
準
の
レ
ポ
市
場
が
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
以
上
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
（
拙
稿

「
国
債
決
済
期
間
の
短
縮
と
レ
ポ
市
場
の
革
新
」
証
研
レ
ポ
ー
ト
　
一
六
九
一
号
）。

Ｔ
＋
１
移
行
と
売
買
形
式
の
レ
ポ
市
場
確
立
は
、
国
債
の
流
動
性
向
上
と
深
く
関
連
し
て
い
る
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
一
九
七

五
年
以
降
の
大
量
国
債
発
行
か
ら
今
日
ま
で
、
国
債
流
動
性
向
上
が
国
債
管
理
政
策
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
Ｔ
＋
１
移
行
と
レ

ポ
市
場
の
統
一
は
、
こ
の
延
長
線
上
の
新
た
な
対
応
で
あ
り
、
長
年
の
課
題
が
解
決
し
た
こ
と
に
な
る
。
小
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
流

動
性
向
上
の
た
め
如
何
な
る
制
度
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き
た
か
、
そ
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
そ
の
上
で
Ｔ
＋
１
移
行
の
意
義
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

流
動
性
の
高
い
国
債
市
場
は
如
何
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
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１
　
国
債
流
通
市
場
の
歴
史
は
転
々
流
通
を
容
易
に
す
る
制
度
改
革
の
歴
史
で
あ
る

（
１
）
日
本
国
債
の
流
動
性
は
高
い

国
債
の
流
動
性
を
厳
密
に
定
義
す
る
こ
と
は
困
難
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
通
常
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
定
義
に
従
っ
て
「
流
動
性
の
高
い
市

場
と
は
、
大
口
の
取
引
を
小
さ
な
価
格
変
動
で
速
や
か
に
執
行
で
き
る
市
場
」
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
定
義
を
日
銀
は
更
に
厳

密
に
分
析
し
て
、
国
債
流
動
性
の
指
標
と
し
て
「
市
場
の
取
引
量
、
買
い
手
と
売
り
手
の
価
格
差
、
市
場
弾
力
性
、
市
場
の
厚
み
」

の
四
つ
を
あ
げ
て
い
る
（
二
〇
一
四
年
五
月
の
国
債
流
動
性
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
等
）。

で
は
、
流
動
性
の
定
義
に
照
ら
し
て
、
現
在
の
日
本
の
国
債
は
流
動
性
が
高
い
の
か
、
そ
れ
と
も
低
い
の
か
。
異
次
元
金
融
緩
和

政
策
の
下
で
日
銀
の
国
債
買
入
額
は
新
規
発
行
額
以
上
を
購
入
し
て
い
る
か
ら
、
市
場
に
出
回
る
国
債
は
枯
渇
し
、
こ
の
た
め
国
債

流
動
性
は
低
下
し
、
も
は
や
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
崩
壊
し
て
い
る
、
こ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
印
象
的
に
、
国
債
の
流

動
性
は
低
い
、
と
い
う
も
の
だ
。

だ
が
、
日
銀
の
実
証
分
析
に
よ
る
と
、
市
場
流
動
性
は
そ
れ
ほ
ど
低
下
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
本
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
「
国

債
市
場
の
流
動
性：

取
引
デ
ー
タ
に
よ
る
検
証
」
で
は
、
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
れ
ら
の
指
標
を
全
体
と
し
て

評
価
す
る
と
、
現
時
点
で
は
、
国
債
市
場
に
お
け
る
取
引
の
執
行
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
ヘ
ッ
ジ
な
ど
に
大
き
な
支
障
は
生
じ
て
お
ら
ず
、

国
債
市
場
の
流
動
性
が
極
端
に
低
下
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
」（
日
本
銀
行
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
シ
リ
ー
ズ

二
〇
一
五
年
三
月
　
一
三
頁
）。

ま
た
、
日
銀
は
本
年
一
月
か
ら
「
債
券
市
場
の
サ
ー
ベ
イ
」
を
開
始
し
、
八
月
か
ら
は
「
国
債
市
場
の
流
動
性
指
標
」
を
公
表
し

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
各
種
の
市
場
調
査
に
お
い
て
も
、
現
時
点
で
は
国
債
の
流
動
性
が
極
端
に
低
下
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

こ
う
し
た
実
証
分
析
と
結
論
が
示
す
こ
と
は
、
日
本
の
国
債
は
流
動
性
が
極
め
て
高
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
銀
の
国
債
買
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入
に
よ
っ
て
市
場
の
パ
イ
は
小
さ
く
な
り
、
こ
の
た
め
売
買
単
位
は
小
さ
く
な
っ
て
も
、
売
買
に
支
障
は
少
な
く
、
国
債
の
市
場
流

動
性
は
低
下
し
て
い
な
い
。

で
は
、
な
ぜ
、
異
次
元
緩
和
と
い
う
異
常
事
態
に
あ
っ
て
も
国
債
の
流
動
性
は
低
下
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
流
動
性
の

高
い
日
本
の
国
債
市
場
は
如
何
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
２
）
流
動
性
を
高
め
る
た
め
の
制
度
改
革
と
工
夫

国
債
は
、
本
来
、
流
動
性
の
高
い
有
価
証
券
で
あ
り
、
転
々
流
通
に
特
徴
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
国
債
は
公
信
用
に
裏
付
け
ら

れ
た
信
用
度
の
一
番
高
い
債
券
で
あ
り
、
発
行
額
や
残
高
が
大
き
く
、
従
っ
て
売
買
の
ロ
ッ
ト
も
大
き
く
、
継
続
的
に
発
行
さ
れ
て

い
る
か
ら
満
期
構
成
は
多
様
で
、
為
替
リ
ス
ク
も
な
い
。
だ
か
ら
国
債
は
、
も
と
も
と
、
流
動
化
に
最
も
適
し
た
債
券
で
あ
り
、
流

動
性
が
高
い
の
も
当
然
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
国
債
の
流
動
性
が
高
い
の
は
、
流
動
性
を
高
め
る
た
め
の
制
度
、
こ
の
制
度
整
備
に
よ
っ
て
向
上

す
る
。
国
債
は
信
用
度
が
高
い
か
ら
何
も
し
な
く
て
も
転
々
流
通
す
る
、
と
い
う
の
で
は
決
し
て
な
い
。
一
九
七
五
年
ま
で
日
本
の

国
債
は
流
動
性
が
無
か
っ
た
。
厳
密
に
は
流
動
性
が
阻
止
さ
れ
て
い
た
。
国
債
売
買
が
活
発
に
な
る
の
は
、
ま
ず
、
流
動
化
を
阻
止

し
て
い
る
様
々
の
障
害
を
撤
去
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

国
債
売
買
が
活
発
に
な
る
の
は
、
流
動
化
を
阻
止
す
る
制
度
を
撤
廃
し
た
後
、
ま
ず
、
国
債
売
買
を
支
え
る
市
場
を
創
設
し
た
。

国
債
売
買
の
担
い
手
は
債
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
だ
が
、
債
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
国
債
売
買
を
行
う
場
合
、
受
け
渡
し
に
必
要
な
資
金
と
国
債

を
調
達
で
き
る
市
場
の
創
設
が
前
提
条
件
と
な
る
。
債
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
手
元
に
巨
額
の
資
金
と
国
債
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
流

通
に
必
要
な
資
金
と
国
債
、
こ
れ
は
市
場
か
ら
調
達
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
市
場
こ
そ
、
レ
ポ
市
場
に
他
な
ら
な
い
。
債
券
デ
ィ
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ー
ラ
ー
は
売
買
に
必
要
な
資
金
を
レ
ポ
に
よ
っ
て
調
達
し
、
受
け
渡
し
に
必
要
な
国
債
を
リ
バ
ー
ス
レ
ポ
で
調
達
す
る
。
レ
ポ
市
場

の
整
備
に
よ
っ
て
国
債
売
買
が
活
発
と
な
り
、
国
債
の
流
動
性
が
向
上
し
た
。

次
に
、
決
済
リ
ス
ク
の
軽
減
で
あ
る
。
約
定
か
ら
決
済
ま
で
の
間
、
国
債
売
買
に
は
信
用
リ
ス
ク
や
流
動
性
リ
ス
ク
な
ど
多
く
の

決
済
リ
ス
ク
が
内
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
決
済
リ
ス
ク
を
軽
減
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
安
心
し
て
売
買
が
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

国
債
の
流
動
性
が
向
上
す
る
。

日
本
の
国
債
流
動
性
が
高
い
の
は
、
流
動
化
を
阻
止
し
て
い
た
制
度
を
撤
廃
し
、
国
債
の
流
動
化
を
容
易
に
す
る
制
度
、
す
な
わ

ち
、
レ
ポ
市
場
の
整
備
と
決
済
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度
を
整
備
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
制
度
整
備
が
な
け
れ
ば
、

流
動
性
の
高
い
国
債
市
場
は
実
現
し
な
い
。
従
っ
て
、
国
債
流
通
市
場
の
歴
史
と
は
、
流
動
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
制
度
改
革
の

歴
史
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
こ
の
歴
史
を
概
観
し
、
こ
の
歴
史
の
中
で
Ｔ
＋
１
移
行
と
レ
ポ
市
場
の
整
備
の
意
義
を
考

え
て
み
た
い
。

２
　
国
債
流
動
化
阻
止
政
策
の
転
換

（
１
）
国
債
売
却
制
限
の
撤
廃

日
本
の
国
債
は
長
ら
く
の
間
、
売
却
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
国
債
は
流
動
性
を
欠
い
て
い
た
の
で
、
有
価
証
券
と
は
い
え
な
か
っ

た
。
国
債
の
売
却
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
の
は
、
一
九
七
七
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
七
年
四
月
、
発
行
後
一
年
を
経
過
し
た

赤
字
国
債
に
限
り
市
中
売
却
が
可
能
と
な
り
、
次
い
で
一
〇
月
、
発
行
後
一
年
を
経
過
し
た
建
設
国
債
も
市
中
売
却
が
可
能
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
売
却
禁
止
期
間
は
半
年
、
次
い
で
三
か
月
と
次
第
に
縮
小
し
、
一
九
八
五
年
六
月
に
は
、
商
品
勘
定
に
つ
い
て
は
発

行
後
一
か
月
に
ま
で
縮
小
さ
れ
た
。
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国
債
売
却
制
限
の
緩
和
と
照
応
し
て
国
債
売
買
高
、
債
券
総
売
買
高
に
占
め
る
国
債
の
割
合
は
飛
躍
的
に
膨
張
し
て
い
く
。
債
券

総
売
買
高
に
占
め
る
国
債
の
割
合
は
一
九
七
五
年
に
は
二
・
三
％
、
一
九
七
七
年
は
一
六
・
一
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
五

年
に
は
九
三
・
六
％
に
ま
で
急
増
し
た
。
今
日
で
は
、
こ
の
比
率
は
九
五
％
以
上
と
な
り
、
債
券
流
通
市
場
は
国
債
流
通
市
場
と
い

っ
て
過
言
で
は
な
い
。

国
債
売
却
制
限
が
次
第
に
緩
和
さ
れ
た
の
は
、
ま
ず
、
国
債
発
行
条
件
の
自
由
化
進
展
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
国
債
売
却
が

禁
止
さ
れ
て
い
た
の
は
、
国
債
の
低
利
発
行
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
七
五
年
以
降
の
国
債
大
量
発
行
に
よ

っ
て
従
来
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
国
債
消
化
が
困
難
に
な
る
と
、
国
債
発
行
条
件
を
弾
力
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
九
八
一
年
の
休
債
を

契
機
に
発
行
条
件
の
弾
力
化
が
す
す
み
、
一
九
八
〇
年
代
の
中
頃
に
は
国
債
発
行
条
件
は
自
由
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
債
売
却
制

限
を
維
持
す
る
必
要
が
消
滅
し
た
。

も
う
一
つ
、
国
債
売
却
禁
止
を
継
続
す
れ
ば
国
債
市
場
隔
離
政
策
を
一
段
と
強
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
財
政
イ
ン
フ
レ

の
回
避
と
い
う
困
難
な
課
題
を
背
負
い
込
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
課
題
を
、
人
為
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
な
く
市
場
原
理
に

委
ね
る
、
こ
の
ル
ー
ト
を
選
択
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

（
２
）
市
場
参
入
障
壁
の
撤
廃

国
債
市
場
は
、
本
来
、
参
加
自
由
の
オ
ー
プ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
長
ら
く
の
間
、
銀
行
が
国
債
市
場
に
参
加
す

る
こ
と
は
行
政
指
導
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
銀
行
に
と
っ
て
も
、
流
動
性
の
な
い
国
債
市
場
へ
参
加
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
も

な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
国
債
金
利
の
自
由
化
に
よ
っ
て
国
債
が
金
融
商
品
に
転
化
す
る
と
、
話
は
別
で
あ
る
。
売
却
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
国
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債
金
利
が
市
場
実
勢
で
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
銀
行
は
国
債
流
通
市
場
へ
の
参
加
を
強
く
要
求
す
る
に
至
っ
た
。
一
九
八
三

年
四
月
、
金
融
機
関
の
国
債
窓
口
販
売
が
始
ま
り
、
一
九
八
四
年
六
月
に
は
金
融
機
関
の
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
た
。
一
九
八

五
年
六
月
に
は
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
認
可
は
拡
大
し
、
残
存
期
間
の
制
限
も
撤
廃
さ
れ
、
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
本
格
化
し
た
。

国
債
流
通
市
場
へ
の
参
入
障
壁
が
撤
廃
さ
れ
る
と
、
預
金
獲
得
競
争
と
同
様
、
国
債
売
買
高
競
争
が
始
ま
る
。
売
買
高
競
争
は
特

定
銘
柄
の
国
債
に
集
中
し
、
こ
の
売
買
は
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
売
買
と
い
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
国
債
売
買
高
は
飛
躍
的
に
増
加
す
る
。

債
券
総
売
買
高
に
占
め
る
国
債
の
割
合
は
、
一
九
八
三
年
七
一
・
五
％
、
一
九
八
四
年
八
五
・
五
％
、
一
九
八
五
年
九
三
・
六
％
と

な
り
、
売
買
高
は
一
九
八
三
年
三
三
〇
兆
円
、
一
九
八
四
年
七
五
〇
兆
円
、
一
九
八
五
年
に
は
実
に
二
五
〇
〇
兆
円
に
な
っ
た
。

デ
ィ
ー
リ
ン
グ
売
買
は
一
九
八
三
年
か
ら
始
ま
り
一
九
九
九
年
に
は
終
焉
す
る
が
、
国
債
流
通
市
場
へ
の
市
場
参
入
制
限
の
撤
廃

が
国
債
売
買
高
を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
３
）
流
動
化
を
阻
止
す
る
税
制
度
の
改
革

国
債
の
流
動
化
を
阻
止
し
て
い
た
制
度
は
、
国
債
制
度
だ
け
で
な
く
、
税
制
度
も
国
債
流
動
化
を
予
定
し
な
い
制
度
で
あ
り
、
こ

の
税
制
度
が
国
債
流
動
化
の
大
き
な
障
害
に
な
っ
て
い
た
。

ま
ず
、
租
税
特
別
措
置
法
第
八
条
の
差
別
的
な
税
制
度
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
戦
時
立
法
の
名
残
で
、
政
府
の
認
可
を
受
け
た
特

定
の
金
融
機
関
だ
け
、
そ
し
て
、
登
録
国
債
に
限
り
、
国
債
利
子
に
対
す
る
源
泉
徴
収
を
行
わ
な
い
と
す
る
差
別
的
税
制
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
の
末
期
、
国
債
の
更
な
る
消
化
を
拡
大
す
る
た
め
、
政
府
の
認
可
を
受
け
た
特
定
の
金
融
機
関
に
限
り
、
か
つ
、
登
録

国
債
に
限
り
、
国
債
利
子
の
課
税
を
優
遇
し
た
が
、
こ
の
法
律
が
戦
後
に
引
き
継
が
れ
た
。

指
定
金
融
機
関
の
享
受
す
る
こ
の
優
遇
措
置
に
は
厳
格
な
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
国
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債
は
指
定
金
融
機
関
の
間
で
売
買
さ
れ
た
登
録
国
債
に
限
定
さ
れ
た
。
優
遇
措
置
を
受
け
て
い
な
い
法
人
や
非
居
住
者
が
例
え
一
日

で
も
保
有
し
た
国
債
で
あ
れ
ば
、
こ
の
優
遇
措
置
は
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、
流
通
市
場
で
は
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
国
債

（
非
課
税
玉
）
と
受
け
ら
れ
な
い
国
債
（
課
税
玉
）
が
峻
別
さ
れ
、
課
税
玉
は
流
通
市
場
で
ダ
ー
テ
ィ
ボ
ン
ド
と
い
わ
れ
て
忌
避
さ

れ
た
。
こ
の
た
め
、
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
な
い
非
居
住
者
や
事
業
法
人
等
は
、
国
債
市
場
へ
参
入
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ

っ
た
。

一
九
九
九
年
一
一
月
、
こ
の
差
別
的
税
制
は
緩
和
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
租
税
特
別
措
置
法
第
八
条
の
適
用
を
拡
大
し
て
、
非
居

住
者
も
不
利
益
を
蒙
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
資
本
金
一
億
円
以
上
の
事
業
法
人
に
つ
い
て
は
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
。
こ
の
時
点
か
ら
、
非
居
住
者
の
国
債
投
資
が
拡
大
し
て
い
く
。
そ
の
後
、
登
録
債
は
廃
止
さ
れ
る
が
、
課
税
玉
と
非
課
税

玉
の
問
題
は
、
長
ら
く
の
間
、
国
債
流
動
化
の
大
き
な
障
害
で
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
、
国
債
流
動
化
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
税
制
度
は
有
価
証
券
取
引
税
で
あ
る
。
有
価
証
券
取
引
税
の
税
率
は
一
万
分

の
一
と
非
常
に
低
い
税
率
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
短
期
の
売
買
を
繰
り
返
す
債
券
売
買
で
は
、
低
率
は
高
率
に
転
化
す
る
。
何
故
な

ら
、
有
価
証
券
取
引
税
は
売
買
の
度
ご
と
に
課
税
さ
れ
、
税
の
累
増
を
排
除
し
な
い
か
ら
、
低
率
で
あ
っ
て
も
高
率
と
な
る
。

こ
の
障
害
が
最
も
顕
著
に
な
る
の
は
レ
ポ
取
引
で
あ
る
。
レ
ポ
取
引
は
翌
日
物
な
ど
超
短
期
の
売
買
で
あ
る
。
国
債
の
ロ
ー
リ
ン

グ
決
済
方
式
が
一
九
九
六
年
に
導
入
さ
れ
、
新
た
に
決
済
に
必
要
な
資
金
と
国
債
の
調
達
市
場
、
す
な
わ
ち
レ
ポ
市
場
の
創
設
が
必

要
に
な
っ
た
。
国
際
標
準
の
レ
ポ
市
場
は
売
買
形
式
だ
か
ら
、
創
設
さ
れ
る
レ
ポ
市
場
は
売
買
形
式
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
売
買
形
式
の
レ
ポ
市
場
を
創
設
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
売
買
で
あ
れ
ば
有
価
証
券
取
引
税
が
課
税
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
有
価
証
券
取
引
税
を
回
避
す
る
た
め
貸
借
形
式
の
レ
ポ
市
場
が
創
設
さ
れ
た
が
、
こ
の
日
本
版
レ
ポ
市
場
は
貸
借
形
式
だ
か
ら

共
通
の
用
語
で
理
解
で
き
な
い
複
雑
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
版
レ
ポ
市
場
は
開
か
れ
た
市
場
で
は
な
い
。
有
価
証
券
取
引
税
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は
一
九
九
九
年
に
撤
廃
さ
れ
た
。
有
価
証
券
取
引
税
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
売
買
形
式
の
レ
ポ
市
場
創
設
が
可
能
に
な
っ
た
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
国
債
売
却
制
限
の
撤
廃
、
国
債
市
場
参
入
制
限
の
撤
廃
、
流
動
化
を
阻
止
す
る
税
制
度
の
撤
廃
、
こ

う
し
た
流
動
化
を
阻
止
し
て
い
る
制
度
の
撤
廃
に
よ
っ
て
日
本
の
国
債
は
転
々
流
通
す
る
有
価
証
券
と
な
っ
た
。
規
制
の
撤
廃
に
よ

り
国
債
は
有
価
証
券
と
し
て
の
地
位
を
回
復
し
た
の
で
あ
る
。

３
　
国
債
流
通
に
必
要
な
資
金
と
国
債
の
供
給
―
レ
ポ
市
場
の
創
設
―

（
１
）「
大
量
国
債
発
行
」
と
現
先
市
場
の
認
知

国
債
が
有
価
証
券
と
し
て
の
地
位
を
回
復
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
国
債
の
流
動
化
が
可
能
に
な
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
流

動
性
の
高
い
国
債
市
場
が
実
現
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

国
債
流
動
性
を
向
上
す
る
に
は
、
ま
ず
、
国
債
流
通
に
必
要
な
資
金
と
債
券
の
調
達
市
場
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
国
債
流
通
の

担
い
手
は
債
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
だ
が
、
債
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
流
通
に
必
要
な
資
金
と
国
債
を
手
元
に
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
流

通
に
必
要
な
資
金
と
国
債
は
レ
ポ
市
場
で
調
達
す
る
。
債
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
、
流
通
に
必
要
な
資
金
を
レ
ポ
取
引
に
よ
っ
て
調
達
し
、

受
け
渡
し
に
必
要
な
国
債
を
リ
バ
ー
ス
レ
ポ
に
よ
っ
て
調
達
す
る
。
レ
ポ
市
場
は
債
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
市
場
で
あ
り
、
国
債
流
通
に

必
要
な
資
金
と
国
債
を
調
達
す
る
市
場
で
あ
り
、
国
債
市
場
は
レ
ポ
市
場
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

レ
ポ
市
場
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
一
九
七
五
年
以
降
の
大
量
国
債
発
行
の
開
始
と
共
に
、
一
九
七
六
年
三
月
、
現
先
市

場
は
大
蔵
省
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ
た
。
現
先
市
場
の
生
誕
は
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
〇
年
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
現
先
市
場

は
自
由
金
利
の
市
場
だ
か
ら
、
長
ら
く
の
間
、
マ
マ
子
扱
い
で
公
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
国
債
大
量
発
行
に
よ
っ
て
デ
ィ
ー
ラ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
な
っ
た
。
証
券
会
社
は
コ
ー
ル
市
場
か
ら
資
金
を
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調
達
す
る
こ
と
を
制
限
さ
れ
て
い
る
。
現
先
市
場
が
公
認
さ
れ
た
の
は
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
し
て
、
証
券
会
社
が
国
債

引
受
や
流
通
に
必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
手
段
と
し
て
で
あ
っ
た
。

公
認
さ
れ
た
と
は
い
え
、
買
い
現
先
は
公
認
さ
れ
ず
、
売
り
現
先
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
売
り
現
先
は
資
金
調
達
手
段
だ
が
、
買

い
現
先
は
資
金
運
用
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
金
利
規
制
が
継
続
し
て
い
る
当
時
に
お
い
て
、
証
券
会
社
が
自
由
金
利
の
レ
ポ
市
場

で
資
金
を
運
用
す
る
こ
と
は
制
限
さ
れ
た
。
ま
た
、
証
券
会
社
は
買
い
現
先
に
よ
っ
て
国
債
を
調
達
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
。
国
債

の
空
売
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
国
債
の
調
達
が
必
要
と
な
る
の
は
、
空
売
り
が
認
可
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

現
先
市
場
の
公
認
は
売
り
現
先
に
限
定
さ
れ
た
と
は
い
え
、
現
先
市
場
の
公
認
に
よ
っ
て
国
債
売
買
に
必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
現
先
市
場
が
国
債
の
流
動
化
を
支
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
２
）「
債
券
空
売
り
」
の
認
可
と
債
券
貸
借
市
場
の
創
設

一
九
八
九
年
五
月
、
債
券
の
空
売
り
が
認
可
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
空
売
り
認
可
と
同
時
に
債
券
貸
借
市
場
が
創
設
さ
れ
た
。

空
売
り
と
は
、
債
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
手
元
に
現
物
が
無
く
て
も
売
買
を
可
能
と
す
る
取
引
手
法
で
あ
る
。
空
売
り
は
ア
メ
リ
カ
の

強
い
要
求
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
が
、
空
売
り
に
は
受
け
渡
し
日
ま
で
に
国
債
を
調
達
で
き
る
市
場
が
必
要
と
な
る
。

国
債
の
調
達
は
買
い
現
先
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
証
券
会
社
の
買
い
現
先
は
行
政
指
導
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
、
現
先
市
場
で
は
な
く
債
券
貸
借
市
場
を
創
設
し
て
、
こ
の
市
場
で
空
売
り
に
必
要
な
国
債
を
調
達
で
き
る
よ
う
に
し

た
。創

設
さ
れ
た
債
券
貸
借
市
場
は
、
国
債
調
達
手
段
に
限
定
さ
れ
た
。
業
態
規
制
に
よ
っ
て
銀
行
業
務
と
証
券
業
務
に
は
万
里
の
長

城
が
築
か
れ
、
こ
の
た
め
無
担
保
で
国
債
を
調
達
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
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と
は
い
え
、
債
券
貸
借
市
場
の
創
設
に
よ
っ
て
受
け
渡
し
に
必
要
な
国
債
を
調
達
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
空
売
り
の
認
可

に
よ
っ
て
国
債
流
通
市
場
は
一
段
と
成
熟
し
た
市
場
に
発
展
し
て
い
く
。

（
３
）「
ロ
ー
リ
ン
グ
決
済
方
式
」
の
導
入
と
現
金
担
保
付
債
券
貸
借
市
場
の
創
設

一
九
九
六
年
一
〇
月
、
国
債
の
決
済
方
式
は
五
・
一
〇
日
決
済
か
ら
ロ
ー
リ
ン
グ
決
済
方
式
へ
移
行
し
た
。
五
・
一
〇
日
決
済
で

あ
れ
ば
、
特
定
日
に
全
て
の
決
済
を
同
時
に
行
う
か
ら
、
決
済
に
必
要
な
資
金
と
債
券
を
節
約
で
き
る
。
ロ
ー
リ
ン
グ
決
済
方
式
に

移
行
す
れ
ば
、
纏
め
て
決
済
で
き
な
い
か
ら
、
決
済
に
必
要
な
資
金
と
債
券
が
新
た
に
必
要
と
な
る
。

ロ
ー
リ
ン
グ
決
済
に
必
要
な
資
金
と
国
債
を
調
達
す
る
た
め
、
一
九
九
六
年
四
月
、
レ
ポ
市
場
が
新
た
に
創
設
さ
れ
た
。
現
金
担

保
付
債
券
貸
借
市
場
の
創
設
で
あ
る
。
新
た
な
レ
ポ
市
場
の
創
設
に
よ
っ
て
、
債
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
決
済
に
必
要
な
資
金
と
国
債
を

調
達
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
創
設
さ
れ
た
レ
ポ
市
場
は
売
買
形
式
で
は
な
く
貸
借
形
式
の
レ
ポ
市
場
で
あ
っ
た
。

売
買
形
式
の
レ
ポ
市
場
は
国
際
標
準
の
レ
ポ
市
場
だ
が
、
売
買
形
式
の
レ
ポ
市
場
創
設
は
有
価
証
券
取
引
税
が
課
税
さ
れ
る
。
有
価

証
券
取
引
税
を
回
避
す
る
た
め
、
貸
借
形
式
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

貸
借
形
式
の
レ
ポ
取
引
は
現
金
が
担
保
だ
が
、
国
際
標
準
の
レ
ポ
取
引
で
は
債
券
が
担
保
で
あ
る
。
担
保
が
逆
転
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
同
じ
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
非
常
に
解
り
悪
い
。
例
え
ば
、
同
じ
く
レ
ポ
取
引
と
い
っ
て
も
、
日
本
版
で
は
債
券

の
調
達
を
さ
し
、
国
際
版
で
は
現
金
を
調
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
統
一
的
な
用
語
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、

名
称
も
様
々
で
、
正
式
に
は
現
金
担
保
付
債
券
貸
借
市
場
だ
が
、
様
々
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
あ
り
、
日
本
版
レ
ポ
、
債
券
レ
ポ
、
現

担
レ
ポ
、
貸
借
レ
ポ
等
、
市
場
関
係
者
は
好
み
に
応
じ
て
勝
手
な
呼
び
名
を
付
け
て
い
る
。
複
雑
さ
の
故
に
非
居
住
者
は
日
本
の
レ

ポ
市
場
に
参
入
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
た
。
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と
は
い
え
、
日
本
版
レ
ポ
市
場
の
創
設
に
よ
っ
て
、
流
通
に
必
要
な
資
金
と
国
債
の
調
達
市
場
が
整
備
さ
れ
た
。
残
る
問
題
は
、

貸
借
形
式
か
ら
売
買
形
式
へ
の
移
行
の
み
と
な
っ
た
。

（
４
）
国
際
標
準
の
レ
ポ
市
場
創
設
と
形
骸
化

二
〇
〇
一
年
四
月
、
新
現
先
市
場
が
創
設
さ
れ
た
。
新
現
先
は
売
買
形
式
で
、
国
際
標
準
の
レ
ポ
市
場
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

有
価
証
券
取
引
税
は
一
九
九
九
年
に
廃
止
さ
れ
、
売
買
形
式
の
レ
ポ
市
場
創
設
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
新
現
先
で
は
マ
ー

ジ
ン
コ
ー
ル
や
サ
ブ
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
条
項
が
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
現
実
の
展
開
を
見
る
と
、
新
現
先
取
引
は
拡
大
せ
ず
、
日
本
版
レ
ポ
が
圧
倒
的
比
重
を
占
め
て
い
る
。
日
本
の
市
場

関
係
者
は
日
本
版
レ
ポ
に
す
っ
か
り
慣
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
日
本
版
レ
ポ
か
ら
新
現
先
に
移
行
す
る
に
は
莫
大
な
シ
ス
テ
ム
コ
ス

ト
が
必
要
な
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
新
現
先
市
場
は
形
骸
化
し
た
。

（
５
）
Ｔ
＋
１
移
行
と
売
買
形
式
の
レ
ポ
市
場

二
〇
一
八
年
、
国
債
決
済
期
間
が
Ｔ
＋
２
か
ら
Ｔ
＋
１
に
短
縮
さ
れ
る
。
前
号
の
レ
ポ
ー
ト
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
Ｔ
＋
１
へ
の

移
行
と
同
時
に
日
本
の
レ
ポ
市
場
は
売
買
形
式
の
レ
ポ
市
場
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
国
際
標
準
の

レ
ポ
市
場
が
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

新
現
先
は
日
本
版
レ
ポ
に
は
無
い
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
条
項
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
リ
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
、
サ
ブ
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー

シ
ョ
ン
は
日
本
版
レ
ポ
に
は
無
い
。
サ
ブ
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
タ
ー
ム
物
の
レ
ポ
取
引
が
活
性
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

ま
た
、
Ｔ
＋
１
移
行
と
同
時
に
、
Ｇ
Ｃ
レ
ポ
Ｔ
＋
０
の
市
場
が
実
現
す
る
。
こ
の
市
場
規
模
は
コ
ー
ル
市
場
を
遥
か
に
上
回
り
、
最
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大
の
短
期
金
融
市
場
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

Ｔ
＋
１
を
契
機
に
、
日
本
の
レ
ポ
市
場
は
新
た
な
展
開
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。
レ
ポ
市
場
の
革
新
に
よ
っ
て
、
更
な
る
国
債
流

動
化
の
向
上
が
期
待
で
き
よ
う
。

４
　
国
債
売
買
の
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
す
る
工
夫
―
国
債
決
済
制
度
の
整
備
と
改
革
―

（
１
）
決
済
リ
ス
ク
の
軽
減
と
流
動
性
の
向
上

国
債
の
流
動
性
は
、
更
に
、
決
済
リ
ス
ク
の
削
減
に
よ
っ
て
向
上
す
る
。
売
買
の
約
定
か
ら
決
済
ま
で
の
間
、
様
々
の
リ
ス
ク
が

内
在
し
て
い
る
。
相
手
方
倒
産
や
取
り
は
ぐ
れ
等
の
信
用
リ
ス
ク
、
価
格
変
動
に
よ
っ
て
予
定
し
た
日
時
に
決
済
が
不
可
能
と
な
る

流
動
性
リ
ス
ク
な
ど
、
決
済
リ
ス
ク
が
内
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
決
済
リ
ス
ク
は
転
々
売
買
の
大
き
な
障
害
と
な
る
。
決
済
リ
ス

ク
を
削
減
す
れ
ば
、
安
心
し
て
売
買
が
活
発
と
な
り
流
動
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

決
済
リ
ス
ク
は
未
決
済
残
高
の
大
き
さ
に
比
例
し
て
い
る
。
未
決
済
残
高
は
取
引
額
と
期
間
の
積
だ
か
ら
、
未
決
済
残
高
を
縮
小

す
る
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ
り
、
一
つ
は
決
済
期
間
の
短
縮
、
も
う
一
つ
は
決
済
金
額
の
圧
縮
で
あ
る
。

決
済
制
度
の
歴
史
は
決
済
リ
ス
ク
削
減
の
歴
史
で
あ
り
、
未
決
済
残
高
を
縮
小
す
る
制
度
改
革
の
歴
史
で
あ
る
。
未
決
済
残
高
の

縮
小
に
よ
る
国
債
流
動
化
向
上
の
推
移
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

（
２
）
決
済
期
間
の
短
縮
に
よ
る
決
済
リ
ス
ク
の
軽
減

日
本
の
国
債
決
済
方
式
は
長
ら
く
の
間
、
五
・
一
〇
日
決
済
で
あ
っ
た
。
五
・
一
〇
日
決
済
の
メ
リ
ッ
ト
は
特
定
日
に
決
済
を
集

中
し
て
行
う
か
ら
、
決
済
に
必
要
な
資
金
と
国
債
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
他
方
で
未
決
済
残
高
の
積
み
上
が
り
に
よ
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っ
て
決
済
リ
ス
ク
が
拡
大
す
る
。
決
済
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
、
ロ
ー
リ
ン
グ
決
済
方
式
が
導
入
さ
れ
た
。

ロ
ー
リ
ン
グ
決
済
方
式
で
は
、
国
債
決
済
は
一
件
ご
と
に
決
済
が
行
わ
れ
る
た
め
未
決
済
残
高
は
縮
小
す
る
。
他
方
で
、
決
済
に
必

要
な
資
金
と
国
債
の
調
達
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
ロ
ー
リ
ン
グ
決
済
方
式
を
導
入
す
る
た
め
、
前
述
し
た
日
本
版
レ
ポ
市
場
（
現

金
担
保
付
債
券
貸
借
市
場
）
が
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ロ
ー
リ
ン
グ
決
済
方
式
が
導
入
さ
れ
た
時
点
で
は
Ｔ
＋
７
で
あ
っ
た
が
、
日
本
版
レ
ポ
取
引
が
定
着
す
る
の
を
見
定
め
て
、
一
九

九
七
年
四
月
、
Ｔ
＋
７
か
ら
Ｔ
＋
３
に
決
済
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
。

決
済
期
間
の
短
縮
が
再
び
問
題
と
な
る
の
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
に
発
生
し
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
っ
て
日
本
の
国
債
市
場
や
レ
ポ
市
場
は
大
混
乱
し
た
。
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
フ
ェ
イ
ル

の
多
発
と
国
債
流
動
性
の
低
下
、
フ
ェ
イ
ル
処
理
の
遅
れ
に
よ
る
市
場
混
乱
、
未
決
済
残
高
の
積
み
上
が
り
が
発
生
し
た
の
で
あ

る
。こ

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
二
〇
〇
九
年
九
月
、「
国
債
の
決
済
期
間
の
短
縮
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
が
設
置

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
未
決
済
残
高
を
縮
小
し
国
債
の
流
動
性
を
高
め
る
た
め
、
二
〇
一
四
年
四
月
、
国
債
決
済
期
間
が
Ｔ
＋
３
か
ら

Ｔ
＋
２
へ
縮
小
さ
れ
た
。

二
〇
一
八
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｔ
＋
１
へ
の
移
行
は
、
こ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
Ｔ
＋
１
移
行
に
よ
っ
て
未
決
済
残
高
は
縮
小

し
て
決
済
リ
ス
ク
は
削
減
さ
れ
、
国
債
流
動
性
は
更
に
向
上
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
決
済
金
額
の
圧
縮
に
よ
る
決
済
リ
ス
ク
の
軽
減

決
済
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
も
う
一
つ
の
ル
ー
ト
は
、
相
殺
に
よ
っ
て
未
決
済
残
高
を
縮
小
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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二
〇
〇
五
年
五
月
、
国
債
清
算
機
関
が
創
設
さ
れ
た
。
国
債
清
算
機
関
の
役
割
は
、
多
数
の
清
算
機
関
参
加
者
の
売
り
と
買
い
を

統
合
し
、
受
け
渡
し
の
国
債
と
資
金
を
相
殺
す
る
点
に
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
、
国
債
清
算
機
関
が
無
け
れ
ば
、
恐
ら
く
、

国
債
市
場
は
更
な
る
混
乱
を
極
め
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
発
生
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
教
訓
か
ら
、
国
債
清
算
機
関
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。
清
算
機
関
の
機
能
を
更
に
拡
充
す
る
た
め
、

二
〇
一
三
年
四
月
、
日
本
国
債
清
算
機
関
は
日
本
証
券
ク
リ
ア
リ
ン
グ
機
構
と
合
併
し
た
。
更
に
、
国
債
取
引
の
太
宗
で
あ
る
信
託

銀
行
は
二
〇
一
四
年
六
月
か
ら
清
算
機
関
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
信
託
銀
行
の
参
加
に
よ
っ
て
、
ク
リ
ア
リ
ン
グ
機
構
の
機

能
は
一
段
と
拡
充
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
４
）
日
銀
ネ
ッ
ト
に
よ
る
国
債
決
済
制
度
の
整
備

金
融
機
関
の
国
債
決
済
は
日
銀
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
決
済
さ
れ
る
。
資
金
の
受
け
渡
し
は
日
銀
ネ
ッ
ト
当
預
系
（
一
九
八
八
年
稼
働
）

を
通
じ
て
、
国
債
の
受
け
渡
し
は
日
銀
ネ
ッ
ト
国
債
系
（
一
九
九
〇
年
稼
働
）
を
通
じ
て
決
済
さ
れ
て
い
た
。

一
九
九
四
年
四
月
、
こ
れ
ま
で
別
々
に
決
済
さ
れ
て
い
た
日
銀
ネ
ッ
ト
当
預
系
と
日
銀
ネ
ッ
ト
国
債
系
の
処
理
が
連
動
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
連
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
債
と
資
金
の
同
時
受
渡
（
Ｄ
Ｖ
Ｐ
）
が
可
能
に
な
っ
た
。
同
時
受
渡
に
よ
っ
て
、「
取
り

は
ぐ
れ
」
の
決
済
リ
ス
ク
が
回
避
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
一
年
一
月
、
即
時
決
済
（
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
）
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
、
即
時
決
済
と
時
点
決
済
の
二
本
立
て
だ
っ
た
が
、

現
実
に
は
時
点
ネ
ッ
ト
決
済
だ
け
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
点
か
ら
、
時
点
ネ
ッ
ト
決
済
は
廃
止
さ
れ
即
時
決
済
一
本
と
な

る
。時

点
決
済
の
場
合
、
決
済
は
午
前
九
時
、
午
後
一
時
、
午
後
三
時
、
午
後
五
時
に
纏
め
て
行
わ
れ
る
か
ら
決
済
に
必
要
な
資
金
と

（69）



債
券
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
決
済
を
統
合
す
る
場
合
、
一
つ
の
決
済
不
能
は
全
体
に
波
及
す
る
か
ら
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク

リ
ス
ク
を
内
包
し
て
い
る
。

即
時
決
済
の
場
合
、
一
件
ご
と
の
決
済
だ
か
ら
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
は
回
避
で
き
る
。
だ
が
、
一
件
ご
と
の
決
済
だ
か
ら
、
決

済
に
必
要
な
資
金
と
債
券
の
調
達
が
必
要
と
な
る
。

即
時
決
済
導
入
の
対
応
策
と
し
て
、
ま
ず
、
債
券
調
達
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
、
資
金
調
達
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、
当
日
中
の
返
済
を
条
件
と
し
た
無
利
息
の
当
座
貸
越
（
日
中
当
座
貸
越
）
を
認
め
る
こ

と
に
し
た
。
何
れ
の
対
応
も
、
即
時
決
済
が
導
入
さ
れ
た
二
〇
〇
一
年
一
月
か
ら
で
あ
る
。

国
債
の
同
時
受
渡
（
Ｄ
Ｖ
Ｐ
）、
即
時
決
済
（
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
）
に
よ
っ
て
決
済
リ
ス
ク
は
軽
減
さ
れ
た
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の

導
入
に
よ
っ
て
国
債
売
買
は
よ
り
活
発
と
な
り
、
国
債
流
動
性
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

む
す
び

日
本
の
国
債
流
動
性
は
極
め
て
高
い
。
国
債
流
動
性
が
高
い
の
は
、
国
債
の
信
用
度
が
高
い
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
も
う
一
つ
、

転
々
流
通
を
容
易
に
す
る
制
度
を
整
備
し
た
か
ら
で
あ
る
。

転
々
流
通
を
容
易
に
す
る
制
度
整
備
と
は
、
第
一
に
、
流
動
化
の
障
害
と
な
る
制
度
を
撤
廃
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
国
債

流
通
に
必
要
な
資
金
と
債
券
の
調
達
市
場
の
整
備
で
あ
る
。
国
債
売
買
の
担
い
手
は
債
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
だ
が
、
債
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
が

国
債
を
引
受
け
、
不
特
定
多
数
の
売
買
注
文
に
応
じ
る
た
め
に
は
、
資
金
と
国
債
の
調
達
市
場
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
市
場
こ
そ
レ

ポ
市
場
に
他
な
ら
な
い
。
レ
ポ
市
場
は
債
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
市
場
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
レ
ポ
取
引
の
主
語
は
債
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
で

あ
る
。
レ
ポ
市
場
が
国
債
市
場
を
支
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
第
三
に
、
国
債
決
済
リ
ス
ク
の
軽
減
で
あ
る
。
決
済
リ
ス
ク
を
軽
減
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す
る
た
め
、
ま
ず
、
五
・
一
〇
日
決
済
か
ら
ロ
ー
リ
ン
グ
決
済
方
式
へ
移
行
し
、
決
済
期
間
は
Ｔ
＋
７
か
ら
Ｔ
＋
３
、
Ｔ
＋
２
へ
と

短
縮
さ
れ
て
い
っ
た
。
決
済
期
間
の
短
縮
に
よ
っ
て
未
決
済
残
高
の
積
み
上
が
り
を
回
避
し
、
決
済
リ
ス
ク
の
軽
減
を
行
っ
た
。
更

に
、
相
殺
に
よ
っ
て
決
済
金
額
を
圧
縮
し
決
済
リ
ス
ク
を
軽
減
し
た
。
日
本
国
債
の
流
動
性
が
高
い
の
は
、
流
動
性
を
向
上
さ
せ
る

制
度
整
備
の
産
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

決
済
リ
ス
ク
の
更
な
る
軽
減
を
期
待
し
て
、
二
〇
一
八
年
か
ら
Ｔ
＋
１
へ
移
行
す
る
。
Ｔ
＋
１
移
行
に
よ
っ
て
決
済
リ
ス
ク
は
軽

減
し
、
国
債
の
流
動
性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。
Ｔ
＋
１
移
行
と
同
時
に
、
レ
ポ
市
場
は
売
買
形
式
の
レ
ポ
市
場
に
統
一
さ
れ
る
。
新

現
先
が
日
本
版
レ
ポ
に
と
っ
て
代
わ
る
が
、
新
現
先
に
は
日
本
版
レ
ポ
に
は
無
い
リ
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
や
サ
ブ
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ン

等
の
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
条
項
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
か
ら
日
本
の
レ
ポ
市
場
は
更
に
整
備
さ
れ
た
市
場
と
な
る
。

国
債
流
通
市
場
は
レ
ポ
市
場
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
レ
ポ
市
場
の
整
備
に
よ
っ
て
、
国
債
流
動
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
Ｔ
＋
１
移
行
と
新
現
先
市
場
の
確
立
に
よ
っ
て
国
債
の
流
動
性
は
更
に
向
上
し
、
国
債
流
通
市
場
は
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を

開
く
こ
と
に
な
る
。

（
な
か
じ
ま
　
ま
さ
た
か
・
甲
南
大
学
名
誉
教
授
）
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